
●
は
じ
め
に

最
近
、
物
流
と
い
う
言
葉
を
よ
く
耳
に
す
る
。

一
時
は
物
流
と
言
え
ば
、
コ
ス
ト
削
減
の
枕
詞
で

あ
っ
た
が
、
運
送
、
輸
送
が
物
流
と
な
り
、
さ
ら

に
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
と
な
る
と
ど
う
変
わ
る
の
か
。

そ
の
物
流
を
業
と
す
る
者
は
大
き
く
分
け
る
と
実

運
送
業
者
と
利
用
運
送
業
者
が
あ
る
。
各
々
の
業

者
は
そ
う
し
た
物
流
の
変
化
に
伴
っ
て
ど
の
よ
う

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
の
か
。

物
流
と
い
う
と
、
専
ら
イ
ン
フ
ラ
や
実
運
送
業

専
ら
イ
ン
フ
ラ
や
実
運
送
業

イ
ン
フ
ラ
や
実
運
送
業

者
に
目
が
向
け
ら
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
実
運
送

業
者
と
利
用
運
送
業
者
は
ま
さ
に
車
の
両
輪
で
あ

り
、
実
運
送
業
者
の
発
展
に
伴
っ
て
物
流
サ
ー
ビ

ス
を
拡
大
し
て
き
た
利
用
運
送
業
者
の
役
割
も
見

逃
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

も
う
一
つ
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
の
が
、

コ
ン
テ
ナ
の
出
現
で
あ
る
。
二
○
フ
ィ
ー
ト
、
四

○
フ
ィ
ー
ト
型
の
世
界
標
準
コ
ン
テ
ナ
が
普
及
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
流
が
様
変
わ
り
し
た
。
日

本
の
利
用
運
送
業
が
ア
ジ
ア
に
展
開
し
て
き
た
背

景
に
は
、
こ
う
し
た
物
流
の
変
化
が
あ
る
。

●
物
流
の
発
展
と
利
用
運
送
業

⑴
物
流
発
展
の
レ
ベ
ル

物
流
の
発
展
段
階
に
関
し
て
は
ま
だ
定
説
が
な

い
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
仮
に
以
下
の
四
つ

の
段
階
に
分
け
て
、
ア
ジ
ア
の
物
流
の
発
展
状
況

を
測
る
目
安
と
し
た
い
。

①
輸
送
の
段
階

単
な
る
輸
送
の
段
階
。
甲
地
点
か
ら
乙
地
点
に

安
全
、
迅
速
、
確
実
、
か
つ
低
廉
に
物
を
運
ぶ
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
。
鉄
道
、
海
運
な
ど
の
実
運
送

業
者
が
主
役
で
あ
り
、
荷
役
、
包
装
、
保
管
、
倉

庫
な
ど
の
業
務
は
独
立
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
。

利
用
運
送
業
は
実
運
送
や
倉
庫
の
予
約
手
配
や
集

荷
・
配
送
を
す
る
運
送
業
者
の
位
置
付
け
に
あ
る
。

②
物
流
の
段
階

物
流
に
ス
ピ
ー
ド
と
多
様
化
、
さ
ら
に
在
庫
の

圧
縮
な
ど
が
求
め
ら
れ
る
。
集
荷
か
ら
配
送
ま
で

の
過
程
で
適
切
な
輸
送
モ
ー
ド
や
装
置
を
効
率
的

に
使
い
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
の
最
新
技
術
を
駆
使

し
て
、
総
合
的
な
物
流
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
。

利
用
運
送
業
者
と
し
て
は
、
高
度
な
物
流
需
要
に

応
え
る
関
連
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
者
に
チ
ャ

ン
ス
が
増
え
る
。

③
初
期
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
段
階

国
際
的
で
巨
大
な
消
費
市
場
へ
の
商
品
流
通
を

前
提
に
し
て
、
物
流
シ
ス
テ
ム
も
情
報
化
に
よ
っ

て
進
化
す
る
。
原
材
料
の
調
達
物
流
、
生
産
過
程

で
の
物
流
管
理
、
市
場
へ
の
消
費
物
流
を
有
機
的

に
結
び
つ
け
て
、
各
部
分
で
の
ロ
ス
を
最
小
限
に

す
る
考
え
方
が
普
及
す
る
。
さ
ら
に
、
サ
ー
ド
・

パ
ー
テ
ィ
ー
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
（
３
Ｐ
Ｌ
）、

サ
プ
ラ
イ
・
チ
ェ
ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
Ｓ
Ｃ

Ｍ
）
な
ど
の
考
え
方
が
導
入
さ
れ
、
製
造
、
流
通
、

物
流
な
ど
の
関
係
企
業
間
で
物
流
戦
略
を
基
に
提

携
が
進
み
、
高
度
な
物
流
需
要
に
対
応
で
き
る
シ

ス
テ
ム
が
構
築
さ
れ
る
。
利
用
運
送
業
者
は
単
な

る
航
空
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
、
海
運
Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
（
非

船
舶
運
航
公
共
運
送
人
）
か
ら
総
合
物
流
業
者
を

志
向
し
て
、
国
際
的
な
情
報
化
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
強
化
に
努
め
る
。

④
成
熟
期
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
段
階

原
材
料
か
ら
製
品
と
な
り
、
消
費
者
の
手
に
至

る
ま
で
の
物
流
を
動
脈
物
流
と
す
れ
ば
、
生
産
、

流
通
の
過
程
や
消
費
後
に
発
生
す
る
廃
棄
物
の
処

理
や
還
流
を
す
る
の
が
静
脈
物
流
で
あ
る
。
動
脈

物
流
か
ら
静
脈
物
流
も
含
め
た
循
環
型
の
物
流
が

成
熟
期
の
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
で
あ
る
。
グ
リ
ー
ン

・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
と
も
呼
ば
れ
、
省
資
源
、
環

境
問
題
な
ど
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
グ
リ
ー
ン
・

日
系
「
利
用
運
送
業
」
の
東
ア
ジ
ア
展
開
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ロ
ジ
ス
テ
イ
ク
ス
が
目
下
の
と
こ
ろ
最
も
進
ん
だ

物
流
段
階
と
さ
れ
て
い
る
。
利
用
運
送
業
者
は
、

荷
主
の
満
足
度
の
高
い
物
流
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
た
め
に
、
循
環
型
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
で
総
合
的

に
関
与
し
て
存
在
感
を
高
め
る
。

⑵
利
用
運
送
業
者
と
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー

物
流
の
発
展
に
は
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
ハ
ー
ド
の

整
備
が
先
行
す
る
が
、
物
流
の
発
展
段
階
が
進
む

に
つ
れ
て
、
ソ
フ
ト
や
情
報
化
の
要
素
も
大
き
な

も
の
と
な
る
。
実
運
送
業
の
発
展
と
相
俟
っ
て
利

用
運
送
業
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
の
役
割
が
増
し
て
く

る
こ
と
が
分
か
る
。

利
用
運
送
業
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
の
定
義
は
斉
藤

実
編
『
物
流
用
語
の
意
味
が
わ
か
る
辞
典
』（
日

本
実
業
出
版
社
、
二
○
○
○
年
）
を
み
る
と
次
の

よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

「
基
本
的
に
自
ら
は
輸
送
手
段
を
持
た
ず
に
、

実
際
に
輸
送
し
て
い
る
他
の
運
送
業
者
に
貨
物
を

委
託
し
て
運
ば
せ
、
荷
主
に
対
し
て
輸
送
責
任
を

持
つ
運
送
業
者
の
こ
と
。
輸
送
手
段
を
所
有
し
て

実
際
に
輸
送
す
る
業
者
を
キ
ャ
リ
ア
と
い
い
、
そ

れ
に
対
し
て
フ
レ
ー
ト
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
が
存
在
し

て
い
る
。
さ
ら
に
広
義
に
は
、
運
送
の
契
約
の
取

次
ぎ
や
媒
介
、
貨
物
運
送
に
関
わ
る
書
類
の
作
成

や
手
続
き
を
行
う
事
業
者
も
こ
れ
に
含
ま
れ
て
い

る
。（
中
略
）
わ
が
国
で
は
、
フ
レ
ー
ト
フ
ォ
ワ

ー
ダ
ー
も
し
く
は
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
と
呼
ば
れ
る
も

の
に
、
外
貨
コ
ン
テ
ナ
で
国
際
複
合
一
貫
輸
送
サ

ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
Ｎ
Ｖ
Ｏ
Ｃ
Ｃ
が
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
運
送
事
業
を
一
般
に
利
用
運
送
事
業
と
呼

び
、
そ
の
事
業
者
を
利
用
運
送
人
と
呼
ん
で
い
る
。

一
九
九
○
年
に
施
行
さ
れ
た
『
貨
物
運
送
取
扱
事

業
法
』
に
よ
っ
て
、
利
用
運
送
業
や
取
扱
運
送
業

が
規
定
さ
れ
、
外
航
利
用
運
送
事
業
者
と
い
う
表

現
が
使
わ
れ
て
い
る
。」

フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
に
は
海
運
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
と
航

空
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
で
は
利
用

運
送
業
が
発
達
す
る
前
か
ら
、
Ｕ
Ｐ
Ｓ
、
フ
ェ
デ

フ
ェ
デ

ッ
ク
ス
の
二
大
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
が
世
界
規
模

の
二
大
イ
ン
テ
グ
レ
ー
タ
ー
が
世
界
規
模

の
展
開
を
み
せ
て
お
り
、
利
用
運
送
業
者
の
影
は

薄
い
。
欧
州
で
は
ド
イ
ツ
ポ
ス
ト
、
キ
ュ
ー
ネ
＆

ナ
ー
ゲ
ル
、
シ
ェ
ン
カ
ー
、
パ
ナ
ル
ピ
ナ
な
ど
の

大
手
利
用
運
送
業
者
が
世
界
の
市
場
で
し
の
ぎ
を

削
っ
て
い
る
。

日
本
の
代
表
的
な
利
用
運
送
業
者
と
し
て
は
日

本
通
運
が
あ
る
。
最
近
は
海
運
、
航
空
を
含
め
国

際
的
な
展
開
で
も
世
界
の
ト
ッ
プ
水
準
に
あ
る
。

海
外
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
現
在
三
七
カ
国
、
一
九
五

都
市
、
三
三
三
拠
点
と
な
っ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
の

み
な
ら
ず
北
米
、
欧
州
で
も
欧
米
勢
を
凌
ぐ
組
織

力
と
実
績
を
誇
っ
て
い
る
。

一
般
的
に
利
用
運
送
業
は
実
運
送
業
に
比
べ
て

設
備
投
資
が
少
な
く
て
済
み
、
ア
ジ
ア
の
一
部
の

地
域
で
は
多
く
の
中
小
業
者
が
乱
立
し
て
過
当
競

争
の
様
相
を
呈
し
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

の
が
現
状
で
あ
る
。。

⑶
コ
ン
テ
ナ
が
進
め
た
物
流
新
時
代

海
上
輸
送
コ
ン
テ
ナ
が
初
め
て
登
場
し
た
の
は
、

一
九
五
六
年
米
国
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
ニ
ュ
ー

ア
ー
ク
港
か
ら
テ
キ
サ
ス
州
の
ヒ
ュ
ー
ス
ト
ン
港

ま
で
、
現
在
の
コ
ン
テ
ナ
の
原
型
と
な
る
五
八
個

の
ア
ル
ミ
製
の
箱
が
海
上
輸
送
さ
れ
た
と
き
に
始

ま
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
か
ら
約
半
世
紀
を

経
て
、
今
や
世
界
の
物
流
は
コ
ン
テ
ナ
な
し
に
は

語
れ
な
い
。

日
本
で
は
一
九
六
○
年
代
か
ら
コ
ン
テ
ナ
化
が

始
ま
っ
た
が
、
大
き
な
発
展
を
遂
げ
た
の
は
一
九

八
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
コ
ン
テ
ナ
の

種
類
も
通
常
の
も
の
に
加
え
て
、
冷
凍
、
冷
蔵
、

オ
ー
プ
ン
ト
ッ
プ
な
ど
目
的
用
途
に
応
じ
て
使
う

こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
が
港
湾
や
船
内
で
の
荷
役

を
簡
素
化
し
、
ト
ー
タ
ル
物
流
コ
ス
ト
を
下
げ
て

ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
輸
送
の
実
現
に
寄
与
し
て
い

・
ツ
ー
・
ド
ア
輸
送
の
実
現
に
寄
与
し
て
い

ツ
ー
・
ド
ア
輸
送
の
実
現
に
寄
与
し
て
い

・
ド
ア
輸
送
の
実
現
に
寄
与
し
て
い

ド
ア
輸
送
の
実
現
に
寄
与
し
て
い

る
。●

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
系
利
用
運
送

業
の
展
開

⑴
欧
米
に
次
い
で
進
ん
だ
ア
ジ
ア
展
開

一
九
六
○
年
代
後
半
、
日
系
企
業
の
欧
米
展
開

が
流
通
業
、
製
造
業
か
ら
輸
送
業
に
ま
で
及
ん
だ
。

利
用
運
送
業
が
海
外
展
開
に
踏
み
切
っ
た
の
も
こ

の
時
期
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
物
流
需
要
は
初
歩

的
な
輸
送
の
段
階
に
あ
っ
た
の
で
、
輸
出
入
の
輸

送
に
関
わ
る
情
報
提
供
や
サ
ポ
ー
ト
が
主
な
業
務

で
あ
っ
た
。

一
九
八
○
年
代
に
な
る
と
、
物
流
需
要
も
高
度

な
も
の
と
な
り
、
駐
在
員
事
務
所
で
は
対
応
し
き

れ
な
く
な
っ
た
。
一
九
八
五
年
の
プ
ラ
ザ
合
意
を

境
と
し
て
、
製
造
業
の
海
外
移
転
は
欧
米
か
ら
ア

ジ
ア
を
目
指
し
て
動
き
出
し
、
利
用
運
送
業
者
も

ア
ジ
ア
展
開
に
本
腰
を
入
れ
始
め
た
。
条
件
の
整

わ
な
い
ア
ジ
ア
で
も
高
度
で
複
雑
な
物
流
需
要
に
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応
え
る
た
め
に
、
早
い
テ
ン
ポ
で
現
地
法
人
化
を

図
り
、
ア
ジ
ア
に
根
を
下
ろ
し
た
国
際
物
流
業
者

へ
の
道
を
邁
進
し
た
。

バ
ン
コ
ク
を
例
に
取
る
と
、
一
九
六
○
年
代
後

半
か
ら
有
力
業
者
の
駐
在
員
事
務
所
開
設
が
始
ま

り
、
一
九
八
○
年
代
後
半
に
は
合
弁
会
社
、
現
地

法
人
の
設
立
に
進
み
、
一
九
九
○
年
代
前
半
に
な

る
と
日
本
の
主
な
利
用
運
送
業
者
が
出
揃
っ
て
い

る
。
そ
し
て
、
今
や
駐
在
員
事
務
所
の
役
割
は
終

わ
り
現
地
法
人
、
合
弁
会
社
が
安
定
経
営
を
志
向

す
る
段
階
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
一
方
、
ベ
ト

ナ
ム
で
は
ド
イ
モ
イ
政
策
が
広
ま
っ
た
一
九
九
○

年
代
に
入
っ
て
か
ら
、
製
造
業
の
進
出
に
伴
い
、

日
系
物
流
企
業
の
駐
在
員
事
務
所
の
開
設
が
始
ま

り
、
二
○
○
○
年
代
に
入
っ
て
か
ら
合
弁
会
社
の

設
立
に
向
か
っ
て
動
き
出
し
て
い
る
。
目
下
の
と

こ
ろ
、
駐
在
員
事
務
所
と
合
弁
会
社
の
数
は
拮
抗

、
駐
在
員
事
務
所
と
合
弁
会
社
の
数
は
拮
抗

駐
在
員
事
務
所
と
合
弁
会
社
の
数
は
拮
抗

し
て
お
り
、
独
資
現
地
法
人
は
一
社
し
か
な
い
。

こ
れ
は
ベ
ト
ナ
ム
が
ま
だ
進
出
の
初
期
段
階
に
あ

り
、
関
係
荷
主
と
現
地
法
規
制
の
動
向
を
見
極
め

な
が
ら
現
地
業
務
の
基
礎
固
め
を
し
て
い
る
た
め

と
考
え
ら
れ
る
。

⑵
中
国
ラ
ッ
シ
ュ

一
九
七
九
年
改
革
開
放
政
策
が
打
ち
出
さ
れ
る

と
日
中
間
の
人
流
、
物
流
は
堰
を
切
っ
た
よ
う
に

流
れ
出
し
た
。
最
初
の
課
題
は
コ
ン
テ
ナ
化
で
あ

り
、
ド
ア
・
ツ
ー
・
ド
ア
輸
送
実
現
の
取
り
組
み

・
ツ
ー
・
ド
ア
輸
送
実
現
の
取
り
組
み

ツ
ー
・
ド
ア
輸
送
実
現
の
取
り
組
み

・
ド
ア
輸
送
実
現
の
取
り
組
み

ド
ア
輸
送
実
現
の
取
り
組
み

で
あ
っ
た
。
当
時
中
国
で
は
コ
ン
テ
ナ
輸
送
に
必

要
な
ハ
ー
ド
（
コ
ン
テ
ナ
埠
頭
、
ガ
ン
ト
リ
ー
ク

レ
ー
ン
、
コ
ン
テ
ナ
船
、
専
用
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
、

専
用
輸
送
ト
レ
ー
ラ
ー
）
は
ほ
と
ん
ど
無
か
っ
た
。

こ
う
し
た
時
期
に
始
ま
っ
た
コ
ン
テ
ナ
輸
送
は
、

多
く
の
面
で
日
本
の
物
流
企
業
か
ら
の
支
援
、
協

力
を
要
し
た
。
そ
の
た
め
、
日
本
の
物
流
企
業
は

中
国
の
主
要
都
市
に
駐
在
員
事
務
所
を
開
設
し
て

そ
の
対
応
を
急
い
だ
。

一
九
八
○
年
代
後
半
、
コ
ン
テ
ナ
に
よ
る
日
中

複
合
一
貫
輸
送
が
軌
道
に
乗
っ
た
頃
、
製
造
業
の

中
国
展
開
が
本
格
化
し
た
。
物
流
需
要
も
単
な
る

日
中
間
の
二
国
間
輸
送
か
ら
三
国
間
輸
送
へ
と
発

二
国
間
輸
送
か
ら
三
国
間
輸
送
へ
と
発

輸
送
か
ら
三
国
間
輸
送
へ
と
発

展
し
、
駐
在
員
事
務
所
の
対
応
力
で
は
荷
主
の
満

足
を
得
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
き
た
。
一
九
九

○
年
代
中
頃
に
な
る
と
、
利
用
運
送
業
者
は
相
次

い
で
現
地
法
人
化
に
動
き
、
九
○
年
代
後
半
か
ら

合
弁
公
司
設
立
が
急
増
し
た
。
こ
の
頃
沿
海
主
要

都
市
は
物
流
発
展
段
階
で
い
え
ば
、「
物
流
の
段

「
物
流
の
段

物
流
の
段

階
」
に
入
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
中
国
政
府
は

」
に
入
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
中
国
政
府
は

に
入
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
中
国
政
府
は

関
連
法
規
の
整
備
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、
一

九
七
○
年
代
か
ら
締
結
さ
れ
て
い
た
日
中
海
運
協

定
、
日
中
航
空
協
定
に
次
い
で
、
一
九
九
四
年
に

は
日
中
フ
ォ
ワ
ー
ダ
ー
協
定
が
締
結
さ
れ
た
。

⑶
ボ
ー
ダ
ー
レ
ス
な
物
流
需
要
の
時
代

二
○
○
一
年
、
中
国
は
Ｗ
Ｔ
Ｏ
に
加
盟
し
て
グ

ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
始

ま
っ
た
。
現
状
を
物
流
の
発
展
段
階
で
み
れ
ば
、

内
陸
の
多
く
は
「
輸
送
の
段
階
」、
沿
海
の
一
部

「
輸
送
の
段
階
」、
沿
海
の
一
部

輸
送
の
段
階
」、
沿
海
の
一
部

」、
沿
海
の
一
部

、
沿
海
の
一
部

主
要
都
市
で
は
「
物
流
の
段
階
」、
そ
し
て
経
済

「
物
流
の
段
階
」、
そ
し
て
経
済

物
流
の
段
階
」、
そ
し
て
経
済

」、
そ
し
て
経
済

、
そ
し
て
経
済

特
区
や
開
発
区
な
ど
の
一
部
で
は
「
成
熟
期
ロ
ジ

「
成
熟
期
ロ
ジ

成
熟
期
ロ
ジ

ス
テ
ィ
ク
ス
の
段
階
」
に
達
し
、
広
い
中
国
で
様

」
に
達
し
、
広
い
中
国
で
様

に
達
し
、
広
い
中
国
で
様

々
な
段
階
が
混
在
し
て
い
る
。

「
世
界
の
工
場
」
と
称
さ
れ
て
き
た
中
国
が
、

き
た
中
国
が
、

中
国
が
、

今
日
で
は
「
最
大
の
市
場
」
と
も
見
ら
れ
て
い
る
。

原
材
料
の
供
給
地
と
製
品
の
生
産
地
と
消
費
さ
れ

る
市
場
が
国
境
を
超
え
た
広
が
り
の
中
で
発
展
を

続
け
て
お
り
、
物
流
も
国
境
を
超
え
た
動
き
で
応

え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
国
際
関
係
の
変
化
、

交
通
機
関
や
コ
ン
テ
ナ
な
ど
の
発
達
と
情
報
化
の

波
に
乗
っ
て
、
物
流
需
要
は
早
い
テ
ン
ポ
で
ボ
ー

ダ
ー
レ
ス
の
時
代
に
入
っ
て
い
る
。

ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
当
初
は
垂
直
分
業
の
物
流

需
要
が
多
か
っ
た
が
、
順
次
水
平
分
業
の
物
流
需

要
に
移
行
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
動
き
に
伴
い
、

日
系
物
流
企
業
は
ア
ジ
ア
域
内
、
欧
米
諸
国
と
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充
実
さ
せ
な
が
ら
、
荷
主
の
物

流
需
要
に
対
応
し
て
い
る
。

●
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
日
系
利
用
運
送

業
の
活
動

⑴
進
出
の
動
機

『
海
外
進
出
企
業
総
覧
』（
二
○
○
七
年
版
、

東
洋
経
済
新
報
社
）
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
海
外
進

出
企
業
数
は
約
三
万
六
五
○
○
社
あ
り
、
そ
の
中中

で
、
製
造
業
は
約
一
万
四
○
○
○
社
、
商
業
は
一

製
造
業
は
約
一
万
四
○
○
○
社
、
商
業
は
一

万
一
○
○
○
社
、
運
輸
業
は
約
二
○
○
○
社
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
ア
ジ
ア
に
は
約
一
万
八
五
○

ま
た
、
ア
ジ
ア
に
は
約
一
万
八
五
○

、
ア
ジ
ア
に
は
約
一
万
八
五
○

○
社
が
進
出
し
て
お
り
、
製
造
業
が
九
四
○
○
社
、

商
業
が
四
七
○
○
社
で
、
運
輸
業
は
八
八
三
社
と

な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
日
系
企
業
の
進
出
動
機
を
見
る
と
、

れ
ら
の
日
系
企
業
の
進
出
動
機
を
見
る
と
、

日
系
企
業
の
進
出
動
機
を
見
る
と
、

全
産
業
、
製
造
業
、
商
業
と
も
に
、「
現
地
市
場

の
開
拓
」
ま
た
は
「
国
際
的
な
生
産
・
流
通
網
の
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整
備
」
が
七
○
％
を
占
め
て
い
る
。

運
輸
業
に
つ
い
て
は
、「
現
地
市
場
の
開
拓
」

に
次
い
で
、「
情
報
収
集
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

筆
者
の
現
地
調
査
で
は
サ
ン
プ
ル
数
は
少
な
い
が
、、

圧
倒
的
に
多
か
っ
た
理
由
は
、「
関
連
企
業
の
進

出
に
随
伴
」
で
あ
っ
た
。
サ
ー
ビ
ス
業
と
し
て
の

利
用
運
送
業
者
に
と
っ
て
、
こ
こ
は
何
を
お
い
て

も
進
出
せ
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
決
断
に
導
い
た
要

因
が
荷
主
の
動
向
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
自
然
で

あ
り
本
音
と
見
て
良
さ
そ
う
で
あ
る
。

で
あ
る
。。

⑵
日
系
荷
主
と
利
用
運
送
業
者
の
関
係

欧
米
と
の
輸
出
入
輸
送
で
築
い
た
信
頼
関
係
か

ら
荷
主
の
ア
ジ
ア
進
出
に
伴
っ
て
進
出
し
た
日
系

利
用
運
送
業
者
は
、
設
立
当
初
は
業
務
内
容
の
拡

大
と
営
業
実
績
の
向
上
を
期
し
て
業
務
展
開
を
図

っ
た
。
し
か
し
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
や
日
本
経
済
の

状
況
変
化
な
ど
の
影
響
も
あ
り
、
海
外
で
の
経
営

は
多
く
の
試
練
を
乗
り
越
え
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

今
回
、
日
系
進
出
利
用
運
送
業
に
対
す
る
調
査

で
最
も
印
象
的
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
今
や
い
た
ず

ら
に
営
業
実
績
の
向
上
と
経
営
規
模
の
拡
大
を
志

向
し
て
い
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。
荷
主
か
ら
の
具

っ
た
。
荷
主
か
ら
の
具

。
荷
主
か
ら
の
具

体
的
な
物
流
需
要
に
的
確
に
対
応
す
る
物
流
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
必
要
に
し
て
最
も
効

率
的
な
規
模
を
維
持
し
、
収
益
を
確
保
し
よ
う
と

し
て
い
る
。
近
年
は
多
く
の
国
や
地
域
で
、
利
用

運
送
業
は
過
当
競
争
に
晒
さ
れ
て
お
り
、
適
正
利

潤
の
確
保
が
困
難
な
業
者
も
少
な
く
な
い
。
し
か

し
、
荷
主
と
一
緒
に
進
出
し
た
関
係
の
深
い
業
者

で
あ
れ
ば
、
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
中

で
の
受
注
配
分
に
よ
っ
て
調
整
が
計
ら
れ
得
る
こ

と
も
見
て
取
れ
た
。

●
グ
ロ
ー
バ
ル
な
物
流
需
要
と
日
系
利

用
運
送
業

利
用
運
送
業
の
拠
点
展
開
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
や
レ
ス
ト
ラ
ン
チ
ェ
ー
ン
と
は
違
う
。
い
か

に
多
く
の
貨
物
が
動
い
て
い
る
地
域
で
も
、
他
の

業
者
が
扱
っ
て
い
る
荷
主
ば
か
り
の
所
に
割
っ
て

入
っ
て
、
ど
ん
な
に
ハ
イ
レ
ベ
ル
の
拠
点
を
作
っ

た
と
こ
ろ
で
、
直
ち
に
荷
扱
い
が
増
え
る
も
の
で

は
な
い
。
し
か
し
、
利
用
運
送
業
者
に
と
っ
て
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
は
至
上
命
題
で
あ
る
。

こ
う
し
た
事
業
展
開
を
進
め
る
中
で
、
現
地
が

抱
え
る
課
題
も
進
出
当
初
と
は
様
変
わ
り
し
て
い

る
。
最
近
最
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
の
は

現
地
化
の
問
題
で
あ
る
。

日
本
の
進
出
企
業
が
設
立
し
た
現
地
法
人
に
つ

い
て
は
、
以
下
が
よ
く
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

①
ト
ッ
プ
は
日
本
人
で
、
現
地
人
は
な
れ
な
い
。

②
そ
の
ト
ッ
プ
は
、
日
本
の
本
社
を
向
い
て
仕

事
を
し
て
い
る
。

③
現
地
社
会
に
溶
け
込
ま
な
い
で
、
日
本
人
社

会
の
中
で
生
活
し
て
い
る
。

こ
う
し
た
話
に
は
多
少
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ

ク
な
誇
張
も
あ
り
、
今
で
は
昔
話
と
な
っ
た
感
も

あ
る
。
し
か
し
、
現
地
化
の
問
題
は
む
し
ろ
最
重

要
課
題
と
し
て
受
け
止
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
ま

た
事
実
で
あ
っ
た
。

●
お
わ
り
に

多
く
の
日
系
利
用
運
送
業
が
現
地
化
を
志
向
し

て
試
行
錯
誤
を
試
み
て
い
た
が
、
サ
ー
ビ
ス
業
と

し
て
の
ジ
レ
ン
マ
も
垣
間
見
え
た
。
約
八
五
％
を

占
め
る
日
系
企
業
の
荷
主
が
求
め
て
い
る
の
は
現

地
業
者
に
近
い
料
金
で
、
日
本
人
が
日
本
語
で
対

応
す
る
日
本
的
な
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
結
果
的
に

は
現
地
業
者
よ
り
一
〜
二
割
高
い
料
金
が
認
め
ら

れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
現
地
業
者
と
の
棲
み
分
け

が
で
き
て
い
た
。

仮
に
、
現
地
の
ト
ッ
プ
を
現
地
人
に
任
せ
て
、

日
本
人
の
派
遣
者
を
半
分
に
し
た
と
す
る
。
当
然

コ
ス
ト
は
下
が
る
が
、
日
系
荷
主
を
失
う
か
も
し

れ
な
い
。
し
か
し
コ
ス
ト
が
下
が
れ
ば
、
現
地
業

者
と
の
競
合
関
係
が
変
わ
り
、
日
系
荷
主
が
減
っ

た
分
、
そ
の
他
の
荷
主
が
増
え
る
可
能
性
も
あ
る
。

そ
う
な
る
と
、
現
地
業
者
と
軋
轢
が
生
じ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
そ
こ
は
現
地
人
ト
ッ
プ
の
腕
の
見

せ
所
で
あ
る
。

こ
れ
は
頭
を
切
り
替
え
る
時
期
が
迫
っ
て
い
る

か
も
し
れ
な
い
。
日
本
の
本
社
が
資
本
の
論
理
で

割
り
切
っ
て
海
外
拠
点
の
経
営
が
で
き
る
か
否
か

で
も
あ
る
。
ア
ジ
ア
的
な
Ｍ
＆
Ａ
も
あ
り
得
る
。

東
ア
ジ
ア
の
地
域
研
究
と
理
解
も
重
要
で
あ
り
、

華
僑
の
力
も
味
方
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
い
ず
れ

す
る
必
要
が
あ
る
。
い
ず
れ

。
い
ず
れ

に
し
て
も
、
現
地
人
に
対
す
る
人
材
育
成
は
欠
か

せ
な
い
。
そ
れ
に
は
新
し
く
斬
新
な
産
官
学
の
協

力
体
制
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。

（ 

ね
ぎ
し　

ひ
ろ
か
ず
／
多
摩
大
学
ロ
ジ
ス
テ

イ
ク
ス
経
営
・
戦
略
研
究
所
シ
ニ
ア
リ
サ
ー

チ
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
）
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